
平成３０年度 第１回古河市総合教育会議 会議録 

 

日 時 平成３１年３月１９日 午後２時００分～午後４時００分 

会 場 古河庁舎２階 特別会議室 

出席者 

 

〔構成員〕 

針谷市長        鈴木教育長 

櫻井教育長職務代理者  酒井教育委員 

綾部教育委員      篤教育委員 

 

〔事務局関係〕 

中田企画政策部長    鈴木教育部長 

長谷川企画課長      森田教育部参事 

高木企画課課長補佐   塚原教育総務課長 

佐山指導課長 

島村教育総務課副参事 

真中指導課副参事 

西指導課係長 

傍聴者 なし 

議 題 

（１）いじめ問題について 

◆平成３０年度の状況 

市内小中学校のいじめの認知件数と態様及び現況の報告。 

◆古河市いじめ問題対策委員会の委員選定進捗状況及び今後の予定について 

 医療・心理・福祉・教育に関する専門的知識及び経験を有する者から委嘱し、 

５月３０日に委員会を開催する予定。 

◆古河市いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（仮称）の策定について 

 ガイドライン（仮称）は、重大事態の判断、発生報告、調査組織の設置、調査

方針の説明、調査の実施、調査結果の説明・公表、個人情報の保護、調査結果

を踏まえた対応、市長等による再調査、について定める。 

◆委員による意見（主な意見を抜粋） 

いじめの重大事態に繋がる可能性のある事態は早期発見し、対処することが重

要であり、そのためには児童生徒、保護者、教員が問題を抱え込むことがない

よう、学校と教育委員会が連携し、いじめ防止に取り組むことが必要である。 

（２）古河市立小中学校教職員の働き方改革について 

◆古河市立小中学校教員勤務実態・意識調査の報告。 

 小学校教諭・講師の勤務時間外業務の平均時間は 30～40時間、中学校教諭・講

師の勤務時間外業務の平均時間は 40～50 時間となっており、また、過労死ラ

イン（厚生労働省指定）とされている月 80時間超えの教員は 75名（12.2％）

となっている。教員だけで業務や課題を抱えるのではなく、外部の組織や専門



人材を活用し、一緒に解決していくことで、教員の業務を見直し、子どもと向

き合う時間と指導力向上への努力する時間に使えるようにすることが重要で

ある。 

◆委員による意見（主な意見を抜粋） 

 教員の業務は非常に多いが、子どもたちのためなら、と頑張りすぎてしまうこ

とがある。授業や教材研究といった本来の業務に集中できるよう、学校、教育

委員会には、改善できることにそれぞれ取り組み、教員の業務負担軽減を図っ

ていただきたい。 

その他 

 

特になし 

 

 




